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０
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港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 火曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

■
風
の
な
か
で
上
映
会

東

京
都
杉
並
区
の
幼
稚
園
。
屋
敷

林
に
覆
わ
れ
た
環
境
の
中
、
泥

ん
こ
に
な
り
、
火
を
焚た

き
、
工

事
現
場
に
入
り
込
み
、
一
緒
に

生
き
た
も
の
へ
の
感
謝
や
供
養

を
表
わ
す
子
供
達

写
真
。
冬

か
ら
春
へ
の
一
カ
月
を
描
い
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

風

の
な
か
で

む
し
の
い
の
ち

く
さ
の
い
の
ち

も
の
の
い
の

ち
。作
品
と
同
じ
早
春
に
多
く

の
人
に
観
て
ほ
し
い
と
企
画
。

二
月
二
十
六
日
（
土
）
十
九
時

か
ら
港
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階
ホ

ー
ル
で
。
高
校
生
以
上
千
二
百

円
（
前
売
千
円
）
、
中
学
生
以

下
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
、

未
就
学
児
が
保
護
者
と
同
席
に

座
る
場
合
は
無
料
。
問
合
せ
は

メ
ー
ル
で
風
の
な
か
で
を
上

映
す
る
会
・
大
阪
（
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
風
の
会
）
へ
。

＠
●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
２
７
回
定
期
演

奏
会

首
席
指
揮
者
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写
真
右

は
欧
州
デ
ビ
ュ

ー
を
飾
っ
た

悲
愴

の
感
動

を
再
現
。
首
席
奏
者
（
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
）
風か

ぜ

早は
や

宏
隆

写
真
左

は
吉
松
の
難
曲
に
挑
む
。
演

奏
曲
目
は

ヴ
ォ
ー
ン

ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
‥
ト
マ
ス
・
タ
リ
ス

の
主
題
に
よ
る
幻
想
曲

吉
松

隆
‥
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
協
奏
曲

オ
リ
オ
ン
・
マ
シ
ー
ン

作

品

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
‥

交
響
曲
第
６
番
ロ
短
調
作
品

悲
愴

。
三
月
十
九
日
（
土
）

十
五
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

十
四
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ

レ
ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四

千
円
、

三
千
円
、
学
生
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

エ
コ
を
考
え
る
本

展

体

に
も
地
球
に
も
快
適
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る
本

や
地
球
の
未
来
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
本
を

一
堂
に
。
展
示
リ
ス
ト
あ
り
。 風早宏隆 藤岡幸夫

二
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
中

図
書
展
示

あ
な
た
に
こ
の
本

を

展

三
月
か
ら
図
書
館
お

す
す
め
の
新
刊
を
紹
介

あ
か

ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み
会

赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
毎

月
第
一
金
曜
十
一
時
か
ら

お

た
の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に

毎
週
水
曜
十
五
時
半
か
ら
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
・
手

遊
び
・
わ
ら
べ
う
た
の
紹
介
な

ど
。
六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

ナ
イ
ア
ガ
ラ

監
督
は

・
ハ
サ
ウ
ェ
イ
。
出

演
は

モ
ン
ロ
ー
、
・
コ
ッ

ト
ン
他
。
五
三
年
米
。
三
月
十

一
日（
金
）十
四
時

。
会
費
百

円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園
隣
）。

問
合
せ
は

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

・
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部
第

回

若
草
物
語

南
北
戦
争
の

最さ

中な
か

、
北
軍
の
従
軍
牧
師
と
し

て
出
征
し
た
父
の
留
守
中
、
母

を
助
け
て
暮
ら
す
個
性
豊
か
な

四
姉
妹
が
、
愛
に
育は

ぐ

まく

れ
な
が

ら
多
彩
な
経
験
と
試
練
、
ロ
マ

ン
ス
を
通
し
て
大
人
の
女
性
へ

と
成
長
し
て
い
く

写
真
は
一

場
面
。
世
界
で
読
み
継
が
れ
る

オ
ル
コ
ッ
ト
の
自
伝
的
小
説
を

・
ル
ロ
イ
監
督
が
映
画
化
。

出
演
は
ジ
ュ
ー
ン
・
ア
リ
ソ

ン
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
、ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
リ
ー
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
ー
ラ
ー
他
。

四
九
年
米
。
二
時
間
。
カ
ラ
ー

・
字
幕
。
三
月
十
二
日
（
土
）

十
時
と
十
四
時
。
各
回
当
日
先

着
百
名
。
鑑
賞
料
金
は
一
人
一

回
六
百
円
（
前
売
五
百
円
）
。

六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
松
浦
由
美
子

さ
ん
主
宰
の
音
楽
喫
茶
。
毎
月

様
々
な
企
画
。

ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
フ
ェ

様
々
な
楽
器
や
歌
の

組
み
合
わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

演
奏
。
毎
月
第
一
金
曜
十
九
時

か
ら
。
会
費
二
千
円
（
一
飲
物

付
）
。
定
員
十
五
人
、
要
予
約

は
な
ま
る
カ
フ
ェ

若
手
テ

ノ
ー
ル
デ
ュ
オ

フ
ェ
イ
ズ

が
日
本
の
懐
か
し
い
歌
を
。
毎

月
最
終
金
曜
十
九
時
か
ら
。
会

費
千
円
（
一
飲
物
付
）

天
王

寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、

地
下
鉄
谷
町
九
丁
目
駅

出

口
、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

天
皇

の
世
紀

大お
さ

佛ら
ぎ

次
郎
の
未
完

の
長
編
史
伝

天
皇
の
世
紀

を
朝
日
放
送
が
一
九
七
一
年
、

一
話
完
結
・
全
十
三
話
の
テ
レ

ビ
映
画
と
し
て
製
作
し
た
。
幕

末
か
ら
明
治
維
新
と
い
う
近
代

日
本
の
夜
明
け
を
重
厚
か
つ
革

新
的
な
群
像
劇
と
し
て
映
像
化

し
た
の
は
山
本
薩さ

つ

夫お

、今
井
正
、

蔵
原
惟こ

れ

繕よ
し

、
三み

隅す
み

研
次
、
篠し

の

田だ

正
浩
、
佐
藤
純じ

ゅ

彌ん
や

、
吉
村
公
三

郎
ら
日
本
映
画
界
の
巨
匠
た

ち
。
映
画
・
演
劇
界
の
ス
タ
ー

総
出
演
に
よ
る
空
前
絶
後
の
豪

華
配
役
。
音
楽
は
武た

け

満み
つ

徹
。
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
滝
沢
修お

さ

がむ

担

当
。

黒
船
渡
来

野の

火び

先

覚

地
熱

大
獄

異
国

黒

い
嵐

降こ
う

嫁か

急
流

攘じ
ょ

夷う
い

決
起

義
兵

壊
滅

の
全
十

三
話
か
ら
各
回
二

三
話
ず
つ

上
映

写
真
は

黒
船
渡
来

の
一
場
面
。
二
月
十
二
日

三

月
四
日
。当
日
一
般
千
四
百
円
。

上
映
時
間
な
ど
詳
細
は
同
館

（
地
下
鉄
九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八
二

一
四
一
六
）へ
。

●
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
ナ
カ
イ
グ

ル
ー
プ
生
徒
展

ガ
ラ
ス
ア

ー
ト

（
磯
路
）な
ど

同
グ
ル
ー
プ
か
ら
四
十
点
余
を

展
示
。
二
月
十
七

二
十
七
日

の
十
一

十
七
時
（
二
十
二
日

休
、
最
終
日
十
五
時
迄
）
。
池

田
市
緑
の
セ
ン
タ
ー
（
阪
急
池

田
駅
バ
ス
停

か
ら
五
月
丘
小

前
下
車
歩
三
分
）
で
。無
料
。

六
五
七
六

一
三
四
四
金か

ね

元も
と

。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴あ

な

方た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。
簡
単
な
直
し

で
も
お
気
軽
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。区
内
に
三
カ
所
。
６
５

７
５
・
０
３
３
５
あ
り
ん
こ

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
２
７
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
弁
天
シ
ネ
マ
倶
楽
部

若
草

物
語

（
上
に
案
内
）
招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

天
皇

の
世
紀

（
上
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●

風
の
な
か
で

上
映
会
（
上

に
案
内
）招
待
券
ペ
ア
２
組
に
。

●
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

平

次
飛
び
出
す
（
７
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

今
月
は
、
太
平
洋
戦
争
終
盤

に
中
国
南
部
へ
派
遣
さ
れ
、
壮

絶
な
戦
闘
と
苛
酷
な
行
軍
に
幾

度
も
死
線
を
越
え
て
き
た
窪く

ぼ

田た

泉い
ず

さみ

ん
（
弁
天
４
）
に
、
そ
の

体
験
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

◇

私
は
大
正
十
四
年
、
高
知
県

佐
賀
町
（
現
黒
潮
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
生
家
は
畑
作
農
家

で
、
麦
や
芋
類
、
雑ざ

っ

穀こ
く

な
ど
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
二

年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
父

が
召
集
さ
れ
、
一
家
の
働
き
手

が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
六
人

兄
弟
姉
妹
の
長
男
だ
っ
た
私
は

尋じ
ん

常じ
ょ

小う

学
校
を
卒
業
す
る
と
隣

村
へ
子こ

守も
り

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
後
に
父
が
戻
っ
て
く
る

と
、
私
は
父
と
一
緒
に
山
や
畑

で
働
き
ま
し
た
。

◆
高
知
県
の
部
隊
に
入
隊

昭
和
十
六
年
十
二
月
に
ア
メ

リ
カ
と
の
間
で
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
り
、
私
は

報
国
隊

と

し
て
飛
行
場
建
設
に
従
事
し
た

り
、

徴
用

を
受
け
て
山
口

県
笠か

さ

戸ど

島じ
ま

の
造
船
所
で
働
い
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
終
わ
り
頃

に
兵
隊
検
査
が
あ
り
合
格
。
同

十
九
年
九
月
、
二
十
歳
で
高
知

県
朝
倉
中
部
八
十
四
部
隊
に
入

隊
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
ま
ず
三
カ
月
の
初

年
兵
教
育
を
受
け
ま
し
た
が
、

釦ぼ
た

がん

一
つ
外は

ず

れ
て
い
る
だ
け
で

ビ
ン
タ
を
食
っ
た
り
、
一
人
に

不
手
際
が
あ
っ
た
だ
け
で
全
員

が
向
き
合
っ
て
殴
り
合
わ
さ
れ

た
り
、
意
味
の
な
い
制
裁
が
繰

り
返
さ
れ
ま
し
た
。
あ
る
訓
練

で
は
息
苦
し
さ
か
ら
防
毒
マ
ス

ク
を
着
け
ず
に
走
っ
た
者
が
い

ま
し
た
が
、
誰
か
と
上
官
に

問
わ
れ
て
誰
も
答
え
ず
に
い
る

と
、
そ
れ
な
ら
も
っ
と
扱し

ご

い
て

や
る

と
全
員
が
長
い
距
離
を

も
う
一
回
走
ら
さ
れ
ま
し
た
。

◆
極
秘
裏
に
中
国
へ
出
兵

同
年
十
二
月
二
十
五
日
の
深

夜
、
数
百
人
が
国
鉄
朝
倉
駅
か

ら
列
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

中
国
へ
の
極
秘
出
兵
で
し
た
。

門
司
港
か
ら
船
で
釜プ

山サ
ン

港
に
着

く
と
冬
服
に
着
替
え
、
満
鉄
で

奉
天
へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
陸

の
寒
さ
は
想
像
以
上
で
、
座
席

に
は
氷
が
張
り
、
飯は

ん

盒ご
う

の
柄え

を

握
っ
た
手
が
離
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
奉
天
か
ら
上
海
へ
向
か
う

鉄
路
で
は
米
軍
機
の
空
襲
に
遭あ

い
ま
し
た
。
上
海
か
ら
は
小
型

船
に
分
乗
し
ま
し
た
が
、
潜
水

艦
の
魚
雷
攻
撃
を
避
け
る
た
め

陸
沿
い
に
進
み
ま
し
た
。

そ
う
し
て
昭
和
二
十
年
二

月
、福
建
省
の
福
州
に
上
陸
。そ

こ
に
滞
在
し
た
二

三
カ
月
の

間
に
中
国
軍
（
毛
沢
東
率
い
る

八は
ち

路ろ

軍
）
と
の
間
で
壮
絶
な
戦

闘
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
す
。

◆
小
隊
長
や
親
友
が
戦
死

あ
る
戦
闘
で
は
私
の
す
ぐ
左

横
に
い
た
小
隊
長
が
立
ち
上
が

っ
た
一
瞬
、敵
の
銃
弾
が
命
中
。

眉み

間け
ん

が
石ざ

榴く
ろ

の
よ
う
に
割
れ
て

の
即
死
で
し
た
。
お
前
ら
の
命

は
俺
が
預
か
っ
た

と
ど
ん
な

戦
闘
で
も
先
頭
に
立
つ
勇
猛
な

指
揮
官
で
、
同
郷
の
私
は
よ
く

声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
戦
闘
が
終
わ
り
、
山
を

降
り
て
点
呼
す
る
と
一
人
足
り

ま
せ
ん
。
も
う
一
度
山
へ
入
っ

て
探
し
回
る
と
、
草
の
中
に
、

胸
か
ら
上
が
真
っ
赤
に
染
ま
っ

た
遺
体
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
私
と
一
番
仲
良
し
だ
っ
た
朝

鮮
人
の
兵
隊
で
し
た
。
休
日
に

彼
の
村
へ
遊
び
に
行
く
と
、
唐と

う

辛が
ら

子し

で
真
っ
赤
な
料
理
を
出
さ

れ
、
食
べ
た
ふ
り
だ
け
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な

こ
と
が
思
い
返
さ
れ
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
戦
闘
で
は
八
路
軍
を
山

の
向
こ
う
へ
追
い
散
ら
し
、
二

十
数
人
を
死
亡
さ
せ
た
よ
う
で

し
た
が
、
味
方
も
二
十
数
人
が

や
ら
れ
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

上

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

陸
軍
軍
曹
だ
っ
た
父
・
清
次

（
昭
和

年
春
、中
国
安
慶
で
）


